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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 




2013年 4月から 2014年 3月までの人工心肺使用心大血管手術症例 64例を対象とした。緊急手術例・
透析例・術後体重増加 1kg 未満の症例は除外した。 
【方法】 
TV 常用量群（TH 群）：25 例［TV 15mg/日＋フロセミド 20mg/日］、TV 低用量群（TL 群）：19 例
［TV 7.5mg/日＋フロセミド 20mg/日］と既存利尿剤群（C 群）：20 例［フロセミド 40mg/日＋スピ
ノロラクトン 50mg/日］の 3 群 に封筒法にて振り分けた。投与後 5 日目までの尿量、血清電解質、
血清クレアチニン値、血清浸透圧値などを 3 群間で比較検討した。 
【結果】 
投与後 2 日目の尿量（ml）は TH 群: 3215±1835、C 群: 2077±759 であり、TH 群で有意に多かっ
た（p=0.02）。投与後 5 日間の平均尿量（ml/日）は TH 群: 2656±767、TL 群: 2505±684、C 群: 1956
±494 であり、TH・TL 両群ともに C 群より有意に多かった（p=0.046、p=0.03）。投与後 5 日目ま
での血清 Na 最低値（mEq/L）は TH 群:139.3±2.3、C 群:137.1±2.9 であり、C 群が TH 群に比較
して有意に低値であった（p=0.03）。血清クレアチニン最高値（mg/dl）は TH 群:0.9±0.4、TL 群:0.9
±0.4、C 群:0.9±0.5 と差は無かった。 
【結論】 
Tolvaptan 使用群では、有意に尿量の増加を認め、また血清 Na 値の低下は少なく、腎機能の悪化も
認めず、体外循環後の使用における安全性および有用性が示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
人工心肺を使用する開心術では、血液希釈による体液貯留傾向がみられ、一般的に術前よりも体重




  2013 年 4 月から 2014 年 3 月までの人工心肺使用心大血管手術症例 64 例を対象とし、TV 常
用量群（TH 群）：25 例［TV 15mg/日＋フロセミド 20mg/日］、TV 低用量群（TL 群）：19 例［TV 
7.5mg/日＋フロセミド 20mg/日］と既存利尿剤群（C 群）：20 例［フロセミド 40mg/日＋スピノ
ロラクトン 50mg/日］の 3 群 に封筒法にて振り分け、投与後 5 日目までの尿量、血清電解質、
血清クレアチニン値、血清浸透圧値などを 3 群間で比較検討した。 
  結果として、投与後 2 日目の尿量（ml）は TH 群: 3215±1835、C 群: 2077±759 であり、TH
群で有意に多かった（p=0.02）。投与後 5 日間の平均尿量（ml/日）は TH 群: 2656±767、TL 群: 
2505±684、C 群: 1956±494 であり、TH・TL 両群ともに C 群より有意に多かった（p=0.046、
p=0.03）。投与後 5 日目までの血清 Na 最低値（mEq/L）は TH 群:139.3±2.3、C 群:137.1±2.9
であり、C 群が TH 群に比較して有意に低値であった（p=0.03）。血清クレアチニン最高値（mg/dl）
は TH 群:0.9±0.4、TL 群:0.9±0.4、C 群:0.9±0.5 と差は無かった。 
  以上より、tolvaptan 使用群では有意に尿量の増加を認め、また血清 Na 値の低下は少なく、
腎機能の悪化も認めず、体外循環後の使用における安全性および有用性が示唆されたと結論づけ
ている。 
  本論文は、従来の利尿薬で起こりうるような血清電解質値の異常、腎機能の悪化を認めず、
tolvaptan が強力な利尿作用を生じることを明らかにしたものである。開心術後急性期における
体液水分管理の向上に貢献しうる研究であり、その臨床的意義は博士（医学）の学位を授与され
るに値するものであると判定された。 
 
